
３月１日発行

〜 C O N T E N T S 【もくじ】〜
○赤十字ニュース・ご寄付の報告
　・令和５年度社協会員加入状況……………………… ２～３

○第36回長瀞町社会福祉大会受賞者の紹介
　福祉体験発表者の紹介……………………………… ４～６

○令和５年度第76回共同募金運動… ……………………… ７

○社協サービス一覧・町の概況・編集後記………………… ８

令和６年能登半島地震災害義援金募集
みなさまのあたたかいご支援、ありがとうございます。

　令和６年１月１日、石川県能登地方を震源とする最大震度７の地震が発生し、人的被害、住家被害など多数
の甚大な被害が出ております。亡くなられた方々に対し心から哀悼の意を表しますとともに、被災をされた方、
そのご家族のみなさまに心からお見舞いを申し上げます。
　この状況を受け日本赤十字社は義援金の募集を開始し、日赤長瀞町分区（社協内）においても、多くのみなさ
まからたくさんのご支援をいただいております。ご協力いただいた義援金は、日本赤十字社を通じて、全額、
被災者支援へ役立たせていただきます。今後もひきつづきご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

（寄附者紹介等、P2に掲載）

　町内４か所で６日間にわたり街頭募金を実施し、総額８４９，６７６円を日本赤十字社へ送金させていただ
きました。募金にご協力いただいたみなさま、小中学生ボランティア、赤十字奉仕団のみなさま、活動場所のご
提供をいただいた店舗・施設等の方々、本当にありがとうございました。

この社協だよりは、共同募金の配分を受けて発行しています。

義援金総額１,６９４,２４２円（令和６年２月20日現在）
（うち、街頭募金８４９,６７６円）
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　令和６年１月１日の能登半島地震災害義援金募集の街頭募金を実施しました。１月12日㈮、13日㈯、
14日㈰、19日㈮、20日㈯、21日㈰、町内４か所で小中学生や赤十字奉仕団員のみなさんがボランティアとして
街頭に立ってくださいました。６日間の活動で寄せられた募金の総額は、８４９，６７６円となり、全額、日本
赤十字社へ送金いたしました。（※手数料、その他経費等が募金から差し引かれることはありません。）
　募金にご協力いただいた多くのみなさま、ボランティア活動に参加してくださった小中学生ボランティア
ならびに赤十字奉仕団員のみなさま、本当にありがとうございました。
　また、活動場所のご提供をいただいた各店舗、会社のみなさまにも改めて感謝申し上げます。

【募金活動場所】（敬称略）　長瀞駅、ウエルシア長瀞店、フジマート長瀞店、セブンイレブン長瀞中野上店
【募金ボランティア参加者数（６日間の延べ人数）】　長瀞町赤十字奉仕団 70名、小中学生（保護者含む） 48名

≪令和６年能登半島地震災害義援金街頭募金≫

赤 十 字 ニ ュ ー ス

≪ご報告≫
　今年度も、日赤の様々な活動に使われる活動資金募集、各種義援金・救援金募集に多大なるご協力をいただ
き、誠にありがとうございました。募集状況をここにご報告いたします。

赤十字活動資金募集結果報告

　日赤活動資金とは、日本赤十字社におけるさまざまな活動（関連病院での対応や献血活動、災害救援物資の
配付など）で活用させていただいております。今年度も多くのご支援を賜り、誠にありがとうございました。

　【令和５年度実績】
　・一般活動資金（行政区及び赤十字奉仕団扱い）　　　　	636,420円
　・特別活動資金（赤十字奉仕団扱い）　　　　　　　　	　587,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計		1,223,420円

　お寄せいただいた義援金のうち、本誌掲載のご了解をいただいた方のみご紹介させていただきます。

≪ご紹介≫

令和６年能登半島地震災害義援金�（敬称略・順不同）
納　入　者 金　額

千島　治 5,000円
染野　操 10,000円
福島幸二 30,000円
大澤珠子 10,000円
塩谷和彦 5,000円
長瀞町民生委員児童委員協議会 25,000円
長瀞町職員親睦会 59,819円
岩田モリモリ体操と老人の居場所づくり 6,600円
ささえ愛いわた有志 6,289円
小澤　守 1,000円

岩田鶴齢クラブ 20,000円
大澤今朝夫 50,000円
健康長寿会 5,000円
みずほクラブ 30,000円
さくら会 7,500円
諏訪川睦クラブ 19,120円
長瀞町赤十字奉仕団 150,694円

海外たすけあい募金	 （敬称略・順不同）

納　入　者 金　額
長瀞町赤十字奉仕団 16,960円

※令和６年２月20日現在
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令和５年
	５月	 匿　　　名	 30,000円
	６月	 埼玉土建長瀞分会	 5,473円
	 	 匿　　　名	 100,000円
	７月	 匿　　　名	 50,000円
	 	 匿　　　名	 1,001円

10月	　お願い地蔵十三太郎（ヨモダ薬局内）	 2,991円
　　　	席亭寳登山	 30,000円
11月	　天台宗埼玉教区第８部檀信徒会	 100,000円
12月　野上中学校
　　　	　昭和33年度卒業生同窓会	 98,138円

あたたかい

まごころありがとうございました。
「地域福祉のために役立ててください」とみなさまから、あたたかいご寄付をいただきました。

お寄せいただいた金品は、社会福祉事業に有効に活用させていただきます。
（令和５年５月～令和５年１２月受付・敬称略）

会員区分 件数（件） 口数（口） 金額（円）
一般会員 1,974 1,986 993,000
賛助会員 391 415 415,000
特別会員 111 112 560,000
合　　計 2,476 2,513 1,968,000

◆　◆　会員区分　◆　◆

		○一般会員	 １世帯年額	 ５００円
		○賛助会員	 １口年額	 １，０００円
		○特別会員	 １口年額	 ５，０００円

社 協 会 員 加 入 状 況令和５年度

福祉の理解促進と啓発活動
○	社会福祉大会の開催
○	機関紙「社協だより　しあわせ」発行
○共同募金運動
○福祉団体の育成・援助等
福祉教育、ボランティア活動の育成・援助
○ボランティアセンターの運営
○ボランティアの相談窓口
○傾聴ボランティア養成講座の開催
○ボランティアスクールの開催
○ボランティア保険の加入
○	福祉協力校指定及び助成

高齢者の生きがいと健康づくり
○敬老祝い事業の実施（表彰、記念品贈呈）
○世代間交流事業の開催
地域福祉・在宅福祉サービスの推進
○	日常生活用具（ベッド・車イス）の貸与
○	単身高齢者世帯等への見守り事業ヨーグルトの配付
○	単身高齢者世帯等への煙感知器設置と防火査察実施
住民ニーズの把握と支援活動
○心配ごと・結婚相談所の運営、婚活イベントの開催
○福祉資金、生活福祉資金貸付業務
○福祉サービス利用援助事業『あんしんサポートねっと』の実施
障がい者の住みやすい町づくり
○	パラスポーツ体験会の開催（予定）

令和５年度社協会費は、下記の事業等に活用されました。

p
p

p
p

p
p

　社会福祉協議会の事業・活動の財源は行政からの補助金、受託金、みなさまからの寄付金、共同募金助成金、
社協会費がおもな財源となっております。
　会費は民間の福祉団体として自主的な活動するために住民のみなさまからご協力いただき事業を運営させて
頂く貴重な財源であります。
　６月の会員募集では、福祉委員様（各行政区長様）をはじめ地域の役員さんのご協力により、多くのみなさま
にご加入いただき、ありがとうございました。
　みなさまから寄せられた会費は、住民一人ひとりのための「福祉のまちづくり」に活用させていただきます。
みなさまのあたたかいご理解ご協力に深く感謝申し上げます。

義援金・救援金報告（	令和６年能登半島地震災害義援金以外）

　各地域で発生した災害や危機に対して、みなさま
からの温かいご支援、誠にありがとうございます。

（※２月20日現在）

義援金名 金　額

令和５年７月７日からの大雨災害
義援金 4,274円

ウクライナ人道危機救援金 584,825円

海外たすけあい募金 16,960円 ※	その他海外救援金につきましては、社協までお問合せください。
※	被災状況等により、受付期限がさらに延長になる場合があります。

【現在受付している義援金・救援金】

義援金名・受付期間
・令和６年能登半島地震災害義援金

→　令和６年１２月２７日まで

・令和５年７月７日からの大雨災害義援金
→　令和６年　３月２９日まで

・ウクライナ人道危機救援金
→　令和６年　３月３１日まで
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第36回長瀞町社会福祉大会
　令和５年11月11日、令和５年
度第36回長瀞町社会福祉大会が
中央公民館にて開催され、福祉
功労者の方々の表彰と町内小中
学生や福祉活動実践者による福
祉体験発表などが行われました。

社会福祉大会受賞者のご紹介（敬称略）
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感
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。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
姉
さ
ん
が
帰
っ
て
き
て

か
ら
、
わ
た
し
の
お
ば
ち
ゃ
ん
は
と
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。
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介
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私
の
お
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、
超
老
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介
護
者
で
す
。
今
、
日
本
で
は

高
齢
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が
進
み
、
老
老
介
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て
い
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の
調
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の
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％
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た
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介
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。
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。
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な
時
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お
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。
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ゃ
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お
じ
い
ち
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お
ば
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お
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て
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。
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年
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し
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っ
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せ
な
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な
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、
自
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を
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け
な
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と
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う
事
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て
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大
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な
お
ば
あ
ち
ゃ

　

今
か
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前
、
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あ
ち
ゃ
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お
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帰
っ
て
く
る
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ま
し
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東
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一
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て
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目
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た
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、
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す
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が
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お
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あ
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ゃ
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に
は
、
お
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も
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で
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じ
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ゃ
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の
回
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が

一
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も
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で
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も
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で
す
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だ
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で
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ま
せ
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お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
元
気
だ
っ
た
と
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は
、
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運
機
で
一
気
に
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の
草
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が
出
来
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け

ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
手
作
業
の
た
め
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、

○
福
祉
体
験
発
表
者
の
ご
紹
介

『
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

　

長
瀞
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一
小
学
校
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年
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い井　

茉ま

な奈
さ
ん
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ん
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
私
や
お
姉

ち
ゃ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
が
生
き

が
い
だ
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
月
に
何

度
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
三
人
で
ご
は
ん
を

食
べ
に
い
き
、
た
く
さ
ん
話
し
た
り
、
一
緒

に
な
っ
て
た
く
さ
ん
笑
っ
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
す
時
間
は

と
て
も
大
切
で
す
。
だ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
の

で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、

助
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
将
来
の

夢
が
あ
り
ま
す
か
？

私
は
将
来
の
夢
と
聞

か
れ
る
と
、
今
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
状
況

で
す
。
私
は
昔
か
ら

し
た
。
幼
稚
園
の
先
生
方
の
対
応
を
見
て
、

何
か
を
伝
え
る
に
は
、
相
手
の
こ
と
を
し
っ

か
り
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
、
当

た
り
前
の
こ
と
に
改
め
て
気
が
つ
き
ま
し

た
。
子
供
が
泣
く
の
は
何
か
を
伝
え
た
か
っ

た
り
、
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
す
る
時
で
す
。

だ
か
ら
、
先
生
達
は
優
し
く
接
し
て
、
自
分

の
嫌
な
感
情
を
出
さ
ず
に
一
人
の
先
生
と
し

て
行
動
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
将
来
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ず
不
安

で
す
。
良
い
こ
と
も
起
き
ま
す
が
、
悪
い
こ

と
も
起
き
て
し
ま
う
の
で
は
と
恐
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
私
は
良
い
こ
と
よ
り
も
こ
れ
か

ら
の
人
生
、
悪
い
こ
と
の
方
が
多
い
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
の
が
好
き
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
す
が
今
回
、
子
供
達
と
話

を
し
て
い
る
時
に
、
将
来
の
夢
に
つ
い
て
話

す
機
会
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
子
も
す

ご
く
笑
顔
で
話
を
し
て
い
て
、
将
来
は
明
る

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
同
時
に
私
の
不
安
が

少
し
和
ら
ぎ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
人
々
と
の
関
わ
り
を

増
や
し
て
人
々
を
つ
な
ぐ
も
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
今
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
多
く
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
事
件
を
少

し
で
も
多
く
減
ら
す
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
人
の
つ
な
が
り
と
い
う
の
は
大
切
で

す
。
人
が
人
を
差
別
す
る
、
い
じ
め
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。「
争
う
」
の
で
は
な
く
、「
支
え
合
う
」

こ
と
で
人
の
温
か
さ
を
感
じ
れ
ば
、
差
別
や

い
じ
め
な
ど
も
減
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
不

安
が
和
ら
い
だ
よ
う
に
、
一
人
が
笑
え
ば
み

ん
な
が
笑
う
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
支
え
合
う

子
供
達
と
触
れ
合
う
の
が
好
き
な
の
で
、
保

育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ピ

ア
ノ
を
弾
く
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
器
用
な

方
で
は
な
い
の
で
、
少
し
諦
め
か
け
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
、夏
休
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
中
で
「
幼
稚
園
」
と
い
う
の
を
目

に
し
、
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
、
心
か
ら
や
り

た
い
と
思
い
、
７
日
間
申
し
込
み
を
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
は
、
園
児
が
と

て
も
可
愛
く
、
楽
し
み
な
が
ら
様
々
な
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
プ
ー
ル
に
入

る
時
に
自
分
で
準
備
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

子
供
達
を
手
伝
っ
た
り
、
教
室
の
移
動
を
さ

せ
た
り
と
、
お
手
伝
い
を
す
る
中
で
話
を
聞

い
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
の
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
先
生
方
が
簡
単
に
こ
な
し
て

い
る
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
難
し
い
の
か
と
思

い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
泣
い
て
し
ま
う
子
、
あ

ま
り
聞
い
て
く
れ
な
い
子
な
ど
、
様
々
な
性

格
を
持
っ
た
子
が
い
ま
し
た
。
た
と
え
先
生

の
言
う
事
を
聞
か
な
い
子
供
達
で
も
、
先
生

方
は
と
て
も
優
し
く
言
葉
を
か
け
て
接
し
て

い
ま
し
た
。

　

私
は
人
前
に
立
っ
て
話
を
し
た
り
、
人
に

指
示
を
す
る
の
が
苦
手
で
す
。
部
活
動
で

部
長
を
務
め
た
の
で
す
が
、
最
初
は
自
分
が

思
っ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く
口
に
出
す
こ
と

が
で
き
ず
、
部
員
を
困
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
指
示
し
た
後
、
行
動

に
移
し
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
嫌
な
言
葉
を

言
っ
て
き
た
り
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の

時
は
悲
し
か
っ
た
り
、
悔
し
か
っ
た
り
と
沢

山
の
感
情
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
の

フ
ォ
ロ
ー
の
お
か
げ
で
、
だ
ん
だ
ん
と
指
示

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
に
何
か

を
伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
ま

『
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
』

　

長
瀞
中
学
校
３
年

　

浅あ
ざ

見み　

優ゆ
う

心み

さ
ん

し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
つ
く
っ
た
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
の
人
は
と
て
も
悲
し
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

数
か
月
た
っ
た
日
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
つ

く
っ
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
人
が
動
画
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、そ
れ
を
見
ま
し
た
。

す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
脱
退
す
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
人
は
、
切
り
ぬ
か
れ
た

部
分
を
歌
っ
て
い
る
人
で
、
そ
の
こ
と
で
ず
っ

と
悪
口
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
が
、
が
ん
ば
っ
て
つ
く
っ
た
の
に
、

そ
れ
を
悪
く
い
わ
れ
る
と
と
て
も
い
や
な
気

持
に
な
り
ま
す
。
そ
の
人
も
き
っ
と
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
。
発
言
や
コ
メ
ン
ト
は
自
由
で

す
が
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
で
そ
の
人

に
悪
口
を
言
う
の
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
自
分
が
言
う
前
に
、
コ
メ
ン
ト
を
書

く
前
に
一
度
考
え
て
か

ら
言
っ
た
り
書
い
た
り

す
れ
ば
、
そ
の
人
が
き

ず
つ
か
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
わ
た
し
も
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
て
か

ら
発
言
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

の
人
が
１
本
の
動
画

を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

曲
で
す
。わ
た
し
は
、

そ
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
の
人
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
動
画
を
見

ま
し
た
。
そ
の
動
画
が
投
こ
う
さ
れ
て
か
ら

数
日
が
た
っ
た
日
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の

一
部
分
を
切
り
ぬ
い
て
動
画
に
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
動
画
は
、
切
り
ぬ

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に
対
し
て
悪
口
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
動
画
を
見
て
、
わ
た
し

は
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
ん
で
そ

ん
な
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
、
相
手
が
き
ず

つ
く
こ
と
を
な
ぜ
言
う
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に
対
し
て

悪
く
言
う
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま

『
そ
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
』

　

長
瀞
第
二
小
学
校
６
年

　

武た
け

井い　

絆は

の乃
さ
ん



― 6 ―

　

私
は
、
勝
手
に
移

動
販
売
の
お
せ
っ
か

い
を
し
て
い
る
林
と

申
し
ま
す
。
私
の
住

ん
で
い
る
辻
区
は
、

「
ウ
ナ
ギ
の
ね
ぐ
ら
」

の
よ
う
に
、
細
く
長
く
奥
に
深
い
地
形
を
し

て
い
る
た
め
、
移
動
販
売
は
２
か
所
に
停
留

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
移
動
販
売
の
チ
ラ

シ
を
配
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
人
が
集

ま
ら
ず
、
チ
ラ
シ
だ
け
で
は
効
果
が
あ
ま
り

な
い
の
か
な
と
思
い
、
私
が
お
せ
っ
か
い
で

「
明
日
、
移
動
販
売
だ
か
ら
出
て
き
て
く
だ

さ
い
ね
」
と
電
話
を
し
た
り
、
家
を
回
っ
て

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
そ
こ
出
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
お
く
り
の

「
大
日
影
橋
」
の
地
域
は
、
始
ま
っ
て
か
ら
誰

も
来
な
い
日
が
続
き
、「
こ
れ
は
困
っ
た
」
と

い
う
こ
と
で
、
区
長
さ
ん
と
小
島
民
生
委
員

さ
ん
に
「
困
っ
た
ん
だ
け
ど
、
助
け
て
も
ら

え
ま
す
か
？
」
と
頼
む
と
、
小
島
民
生
委
員

も
「
そ
り
ゃ
あ
、
困
っ
た
ね
。
チ
ラ
シ
を
持
っ

て
こ
い
な
。」
と
言
わ
れ
、
チ
ラ
シ
を
お
願
い

す
る
と
地
域
の
人
に
配
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
次
の
週
に
は
家
が
10
数
軒
あ

る
中
で
８
人
以
上
が
参
加
し
て
く
れ
て
、
今

で
も
継
続
し
て
来
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
さ

ん
の
力
の
す
ご
さ
に
本
当
に
感
心
い
た
し
ま

し
た
。
年
を
と
っ
て
き
ま
す
と
、
家
を
一
歩

出
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
大
変
に
な
っ

て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
私
の
家
の
近
所
に
95

こ
と
の
大
切
さ
を
こ
の
夏
休
み
に
知
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
私
が
笑
顔
で
い
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

私
の
祖
母
は
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
「
赤
十
字
奉
仕

団
」
を
、
今
は
「
桜
と
松
等
を
守
る
会
」
の

活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

う
い
っ
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
人
た
ち
の

役
に
立
っ
た
り
見
守
り
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
本
人
は
大
し
た
こ
と
は
で
き
な
い
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
を
継
続
し

て
行
う
と
い
う
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
な
と

思
い
ま
す
。
登
下
校
の
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど

も
そ
う
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
支
え
合
い
の

中
で
、
私
達
は
見
守
ら
れ
て
生
活
で
き
て
い

る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
今
の
私
が
あ
る
の
は
、

親
や
先
生
方
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
の
お
か

げ
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
人
の
為
に
な
る
活
動
や
仕
事

を
し
て
い
る
人
は
格
好
良
い
し
、
尊
敬
で
き

ま
す
。
私
の
将
来
の
夢
は
ま
だ
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
人
の
為
に
な
る
事
、
役
に
立
つ

事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は

何
が
あ
る
分
か
ら
ず
不
安
で
す
が
、
今
将
来

が
暗
く
て
も
、
い
つ
か
明
る
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
今
を
笑
顔
で
楽
し
く
い
よ
う
と
思
い

ま
す
。

『�

辻
区
の
移
動
販
売
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

　

前
協
議
体
委
員　

林
は
や
し　

　

朝あ
さ
こ子

さ
ん

歳
の
方
が
い
て
、
移
動
販
売
を
利
用
し
て
お

り
ま
す
。
最
初
の
１
か
月
は
「
明
日
移
動
販

売
だ
け
ど
出
て
こ
ら
れ
る
？
」
と
私
か
ら
電

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
継
続
し
て
毎
回

自
宅
へ
迎
え
に
行
く
と
、
近
所
の
人
と
も
声

を
か
け
合
い
な
が
ら
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
「
ど
う
で
す
か
？
行
き
ま
せ
ん
か
？
」

と
一
声
か
け
て
い
た
だ
く
と
、
そ
れ
が
出
て

く
る
き
っ
か
け
に
な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
は
車
に
乗
れ
る
方
も
、
い
ず
れ
乗
れ
な

い
時
期
が
必
ず
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
移

動
販
売
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
少
し
で
も
買

い
物
を
し
て
、
み
ん
な
の
顔
を
見
て
「
あ
ー
、

あ
ん
と
き
は
面
白
か
っ
た
ぃ
な
あ
」
な
ん
て

会
話
が
で
き
る
こ
と
が
、
少
し
で
も
健
康
で

い
ら
れ
る
素
か
な
と
思
い
ま
す
。
移
動
販
売

に
は
、
買
い
物
を
し
て
、
み
な
さ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
持
つ
以
上
の
い
く
つ
も
の
効
果
が

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
一
つ

目
は
「
曜
日
と
時
間
を
覚
え
る
こ
と
」
や
「
金

額
が
い
く
ら
か
な
と
計
算
す
る
こ
と
」
で
頭

を
使
う
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
「
自
分
で

歩
き
な
れ
た
道
を
歩
く
こ
と
」
で
適
度
な
運

動
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
齢
者
に
は
本
当

に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
民
生
委
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
み
ん
な
で

声
を
か
け
合
っ
て
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
中
に
若
い
人
た
ち

に
も
入
っ
て
も
ら
い
、
移
動
販
売
も
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
、
み

ん
な
が
楽
し
ん
で
移
動
販
売
を
利
用
で
き

る
、
そ
ん
な
時
代
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
率
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
移
動
販
売
を
利
用
す
る
よ
う
な
高
齢
者

が
、
外
に
出
ら
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
が
多

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
介
護
保
険
料
な
ど
も

上
が
り
、
お
金
が
か
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
み
ん

な
で
楽
し
く
、
地
域
で
見
守
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
動
販
売
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
新

井
さ
ん
、
小
野
里
さ
ん
が
大
変
良
い
方
で
、

い
つ
も
来
る
方
が
来
な
い
と
「
ど
う
か
し
た

ん
か
な
？
」
と
必
要
に
応
じ
て
近
所
の
人
と

声
を
か
け
に
い
っ
た
り
、
社
協
に
連
絡
を
入

れ
た
り
と
見
守
り
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
見
守
り
も
大
切
な
効
果
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
ま
だ

移
動
販
売
が
地
域
に
来
て
い
な
い
と
こ
ろ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
が
お
せ
っ
か
い
役
と

な
っ
て
要
望
を
だ
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
も
移
動
販
売
車
が
長
瀞
町
に
ず
っ
と
長
く

続
き
、
根
付
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
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赤い羽根（一般募金）結果

募金種別 戸別募金 街頭募金 学校募金 職域募金 個人大口募金 法人募金 計 目標額 達成率

金額 851,400 12,217 8,815 268,079 10,220 35,000 1,185,731 459,000 258.3％

　学校、職域（カード、バッジ等）、個人大口募金、法人募金　協力企業・店舗等一覧（敬称略）　

アクアSTマリア、浅見自動車㈱、街頭募金（フジマート）、健康麻雀愛好会、埼玉木材チップ協同組合、セイワ
機工㈱、高砂保育園、㈱秩父イワサキ、秩父観光興業㈱、㈱秩父建設、長栄建設㈱、デイサービスながとろエル
ダーホーム、東洋パーツ㈱、匿名（２名）、ナカウネモータース、長瀞射撃場、長瀞第一小学校、（福）長瀞福祉会
　ながとろ苑、長瀞ふれあいクラブ（長瀞町老人クラブ連合会）、長瀞町観光協会、長瀞町社会福祉協議会、長
瀞町シルバー人材センター、長瀞町赤十字奉仕団、長瀞町民生委員児童委員協議会、長瀞町役場、長瀞郵便局、
認定こども園　長瀞幼稚園、㈲フジエ、（宗）宝登山神社、ヤマショウ㈱、有志一同、㈲ヨモダ薬局、計33件

　職域・街頭募金協力団体一覧（敬称略）　

募金ボランティア…長瀞第一小学校、長瀞第二小学校、長瀞中学校
活動場所協力団体…フジマート長瀞店、㈱秩父イワサキ、長瀞町役場
地域歳末たすけあい募金結果

募金種別 戸別募金 街頭募金 学校募金 職域募金 個人大口募金 法人募金 計 目標額 達成率

金額 543,950 0 0 236,840 11,036 0 791,826 830,000 95.4％

　職域募金、個人大口募金、寄付者一覧（敬称略）　

名　　称 金　　額 名　　称 金　　額
長瀞ふれあいクラブ（長瀞町老人クラブ連合会） 150,950円 埼玉県佛教会北秩父佛教会 30,000円

秩北建設組合長瀞支部 　5,000円 匿名 5,000円

長瀞町赤十字奉仕団 50,890円 匿名 6,036円

❖  歳末援護事業（金品援助事業）　配分内訳 ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
〇準要保護世帯………16世帯　　64名　　320,000円　
〇障　害　者…………29世帯　　30名　　150,000円　
〇ねたきり高齢者等…  2世帯　　  2名　　　10,000円　
〇ひとり親世帯………  5世帯　　  8名　　　40,000円　
◎計　　　　　　　　52世帯　 104名　　520,000円
※事業完了後の募金残金は、次年度事業資金として繰越させていただきます。

令和５年度

第76回

　今年度も、「つながりをたやさない社会づくり」を募金のテーマに、令和５年度（第76回）の共同募金運動を
展開いたしました。期間中は、町民のみなさまをはじめ、企業、官公庁、商店、諸団体の方々のあたたかいご
支援ご協力をいただき、下記のとおり目標額を大きく上回る成果を収めることができました。
　ここにご報告を兼ね厚くお礼申し上げます。

共 同 募 金 運 動 （赤い羽根共同募金、地域歳末たすけあい募金）

募集期間：令和５年１０月１日～令和６年３月３１日

令和５年度共同募金実績報告

配分にかかる費用　　　　　　　　　770円
歳末福祉事業（友愛交流事業）　　　3,000円
歳末福祉事業（地域食堂）　　　　 90,657円
支出計　　　　　　　　　　　　614,427円

日頃の活動やイベント情報、講座情報などを発信します。
ぜひ、「友だち追加」して長瀞町社会福祉協議会を登録してください。

長瀞町社会福祉協議会　LINE公式アカウントができました！

①二次元コードで追加
　	メニューの「友だち追加」で選択して、左の二次元コードを読み取り、友だち追加
ボタンを押すと、友だち追加ができます。
②ＬＩＮＥＩＤを検索して追加
　	メニューの「友だち追加」で「ＩＤ検索」を選択して、「@552pgmus」と入力して
検索すると友だち追加できます。

※ご不明な点は、社協までお問合せください。
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今
号
も
無
事
に
発
行
で
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

募
集
で
は
、
多
く
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
大
会
で
は
小
中
学
生
や
林
さ
ん
か

ら
福
祉
体
験
に
も
と
づ
く
「
思
い
」
な
ど
が
素
直

な
言
葉
で
語
ら
れ
、
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い
発
表

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
、
日
々
の
つ
な
が
り
や
声
掛
け

の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

社
協
の
活
動
と
し
て
も
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

保
た
れ
、
よ
い
距
離
感
で
の
見
守
り
が
な
さ
れ
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
や
人
を
思
い
や
る
福
祉
教
育

の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
も
っ
と
で
き
れ
ば
よ
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
の
お
力

を
お
借
り
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

寒
暖
差
の
激
し
い
気
候
が
続
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
体
を
大
事
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。	

坂

（参考）
◦出生数（令和5年4月～令和6年2月1日）� ➡� 14人
◦合計特殊出生率（最新データ：令和4年）� ➡� 0.52
（用語解説）
※高　齢　化　率…�総人口に占める65才以上人口の割合
※合計特殊出生率…�各年代別女性の子どもの出生率の合計。
　　　　　　　　　人口維持には、2.07が必要。
　　　　　　　　　（令和4年度　全国1.26、埼玉県1.17）

令和６年２月１日現在
○人　　　　口　6,509人
○世　帯　数　2,885世帯

○65歳以上人口　2,624人
○高 齢 化 率　40.3％

長 瀞 町 の 概 況

名　　称 内　　容 対　象　者 費用負担 申請・問い合わせ

日常生活用具
貸 与 事 業

車椅子、介護用ベッド、煙感知
器の貸し出しを行う。
※在庫状況で貸出しができな
い場合があります。

町内在住の65歳以上の方を在
宅で介護されている方や65歳
以上の一人暮らし高齢者の方、
身体障がい者の方など。

無料 申請は、お住まい
の地域の民生委員
さんを通じて社協
まで。
お問い合わせは、
社協まで。

見守りサービス
（ヨーグルトの配付）

ヨーグルトの宅配による見守
り。２日に１個配付、配付物の
回収状態により安否の確認を
行う。

町内在住の70歳以上の一人暮
らしの方

無料 申請は、お住まい
の地域の民生委員
さんを通じて社協
まで。
お問い合わせは、
社協まで。

福祉資金貸付
事業

世帯の状況に応じて生活安定
に必要な資金の貸し付け。原則
２万円まで。（最大５万円まで。）

高齢者世帯、障がい者世帯、低
所得世帯等

償還期限を
過ぎると延
滞金がかか
ります。

社協までお問い合
わせください。

あ ん し ん
サポートねっと

物忘れなどのある高齢者や知
的障がい・精神障がいのある方
などが、安心して生活が送れる
ように、定期的に訪問し、福祉
サービスの利用や暮らしに必
要なお金の出し入れのお手伝
いを行う。

生活していて、一人で判断する
ことに不安のある高齢者や知
的障がい・精神障がいなどのあ
る方。
＊	利用者本人と社協が契約を
結ぶ。利用者本人が契約内容
に合意し、理解等をしている
かを確認。

利用料：1時
間1，200円
から（契約
内容により
金額が変わ
ります）

社協までお問い合
わせください。

※サービスの見直しにより、内容等が変更となる場合がありますのでご了承ください。

社協サービス一覧

【相談所事業関係】
名　　称 日　　　時 場　　　所 内　　　容

心配ごと相談
毎月第３水曜日
午後１時３０分～午後４時
※予約不要

長瀞町保健センター２階 相談員２名（町の民生委員）がお
困りごとのお話をうかがいます。

心配ごと相談所開設予定（令和６年３月～８月）
３月20日（水） ５月15日（水） ７月17日（水）
４月17日（水） ６月19日（水） ８月21日（水）

名　　称 日　　　時 場　　　所 内　　　容

結 婚 相 談
毎月第１火曜日　時間不定
※完全予約制
　お電話にてご予約をお願い
致します。（66−1139）

長瀞町保健センター２階 結婚相談員による面談をおこな
います。面談の後、希望者は相談
所に登録をすることができます。


